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【

「
羅
生
門
」
名
の
由
来

】

探
検
ロ
マ
ン
草
間
台
遺
産
№

「
羅
生
門
」
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
①
垂
れ

下
が
っ
て
い
る
サ
ガ
リ
ゴ
ケ
の
様
子
を
薄

衣
に

う
す
ぎ
ぬ

例
え
た
（
「
羅
」
の
字
に
は
、
薄
衣
と
い
う
意
味

が
あ
る
の
で
す
）
、
②
平
安
京
・
平
城
京
の
大
門

「
羅
生
門
」
が
も
と
に
な
っ
た
、
③
芥
川
龍
之
介

の
小
説
「
羅
生
門
」
が
も
と
に
な
っ
た
、
な
ど
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
③
の
可
能
性
は
な

く
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
芥
川
の
小

説
「
羅
生
門
」
は
、
大
正
時
代
の
作
で
あ
る
の
に

対
し
、
実
は
「
羅
生
門
」
と
い
う
の
は
、
第
一
・

二
・
三
・
四
門
を
含
め
た
草
間
４
４
８
４
番
地
の

字
名
で
あ
り
、
旧
土
地
台
帳
を
調
べ
る
と
、
明
治

の
時
代
も
「
羅
生
門
」
の
字
名
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
か
ら
で
す
。
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
て
く
る
と
、

江
戸
時
代
の
古
文
書
の
中
に
「
羅
生
門
」
の
文
字

が
見
つ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
て
も
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
す
。

川
柳

題
「
長
」「
里
」

ぬ
る
ま
湯
に
つ
か
り
過
ぎ
た
か
鈍
る
感

帰
郷
し
て
昔
の
パ
ズ
ル
埋
め
て
い
る

田
井
芳
枝

曾
孫
達
長
居
は
出
来
ず
顔
見
世
に

若
い
日
は
里
恋
し
く
て
淋
し
か
り

髙
畑
文
子

長
期
戦
マ
ス
ク
も
顔
と
一
体
化

里
山
に
メ
レ
ン
ゲ
の
泡
ア
オ
ガ
エ
ル

西
本
八
寿
江

コ
ロ
ナ
禍
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
先
見
え
ぬ

退
職
後
余
生
に
住
も
う
ふ
る
里
に

才
田
茂
美

長
生
き
も
と
か
く
コ
ロ
ナ
が
邪
魔
を
し
て

里
の
秋
歌
っ
た
頃
を
懐
か
し
む

小
川
久
子

長
い
道
昔
は
徒
歩
で
今
リ
ニ
ア

百
歳
で
だ
ん
だ
ん
遠
く
な
る
里
の
道

中
村
す
み
え

ま
た
一
つ
長
寿
を
刻
む
誕
生
日

来
世
で
も
我
が
里
山
を
夢
に
見
る

笹
田

彰

短
歌

明
る
さ
と
色
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
れ
ど

個
性
煌
め
く
夏
空
の
星

杉

秀
樹

脳
ト
レ
に
音
読
始
め
て
一
ヶ
月

小
学
生
に
戻
り
し
学
ぶ

長
岡
愛
子

節
く
れ
の
指
は
夫
亡
き
三
十
余
年

田
畑
守
り
し
証
と
思
う

中
村
す
み
え

庭
の
辺
に
あ
ふ
る
る
黄
の
花

ま
つ
た
う
な
首
領
で

あ
る
か
の
や
う
に
見
て
ゐ
た滑

都

「
あ
っ
出
て
る
」
一
年
た
ち
て
葉
を
出
し
た

黄
色
い
カ
ラ
ー
よ
次
は
花
だ
ね

西
山
富
美
子

俳
句

有
り
余
る
力
出
し
切
る
青
葉
山

橋
本
八
重
子

父
の
日
よ
妻
の
手
づ
く
り
茗
荷
焼

長
田
保
子

第２６９号 発見、草間台 発信、草間台 連帯、草間台 進化、草間台 令和４年 ８月 １日

48

15

56

2037

７
月

日
（
水
）
、
足
見
南
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
、

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

①
小
川
晴
夫

打

②
中
山
義
昭

③
二
摩
泰
男

④
福
水

真

⑤
長
田
桂
治

【
女
子
の
部
】

①
藤
野
晴
美

打

②
清
本
ヒ
サ
子

③
藤
井
シ
ゲ
ノ

④
吉
川
岸
恵

⑤
檀
本
祥
子

※
総
合
優
勝

小
川
晴
夫

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】

・
吉
川
岩
夫

・
小
川
晴
夫

・
二
摩
泰
男

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

㍍
】

・
吉
川
岸
恵

・
中
山
義
昭

・
福
水

真

・
長
田
桂
治

・
藤
野
晴
美

・
小
川
晴
夫
２
本

・
数
原
ユ
リ
子

・
杉

學

・
清
本
ヒ
サ
子
２
本

・
村
田
利
夫

・
杉

基

草

間

郵

便

局

長

杯

Ｇ
Ｇ
大

会
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７
月

日
（
火
）
、
足
見
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
足
見
地
区
振
興
会
主
催
に
よ
り
本
年
度
第
１

回
目
の
生
き
活
き
教
室
が
開
催
さ
れ
、
男
性
８
名
、

女
性
９
名
の

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
げ
ん
き
広
場
に
い
み
の
桑
原
さ
ん
を
講
師
に
、

和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
の

ピ
オ
ー
ネ
栽
培
等
で
疲
れ
た
身
体
を
ほ
ぐ
す
た
め
に
、

つ
っ
ぱ
り
棒
を
使
っ
て
足
や
背
中
の
筋
肉
を
ほ
ぐ
し

て
い
ま
し
た
。
特
に
太
も

も
の
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
と
座

り
や
す
く
な
る
と
の
こ
と

で
、
参
加
者
は
し
っ
か
り

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
健
康
医
療
課

の
藤
野
保
健
士
よ
り
認
知

症
予
防
に
つ
い
て
講
話
が

あ
り
、
健
康
に
過
ご
す
秘

訣
を
学
び
ま
し
た
。

足

見

生

き

活

き

教

室

背中の筋肉をほぐす参加者

７
月
か
ら
、
草
間
公
民
館
別
館
内
に
あ
っ
た
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
、
本
館
の
玄
関
入

り
口
左
横
（
屋
外
壁
）
に
移
設
し
ま
し
た
。

別
館
内
や
本
館
内
の
場
合
、
緊
急
時
に
鍵
を
開
け

て
入
る
か
、
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
入
る
必
要
が
あ
り
、

使
用
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
る
と
考
え
、

本
館
の
屋
外
に
移
設
し
ま
し

た
。
使
用
す
る
こ
と
が
無
い

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
が
、

万
が
一
の
た
め
に
ご
周
知
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
を

本

館

屋

外

に

移

設

移設したＡＥＤ
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～
休
診
の
お
知
ら
せ
～

８
月

日
（
月
）
と

日
（
月
）
は
、

休
診
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

湯
川
診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

15

13

７
月

日
（
金
）、
草
間
公
民
館
に
お
い
て
、
草
間

カ
ル
ス
ト
里
山
の
会
主
催
に
よ
る
本
年
度
最
初
の
生

き
生
き
健
康
ア
ッ
プ
教
室
が
開
催
さ
れ
、

名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
げ
ん
き
広
場
に
い
み
の
小
谷
さ

ん
を
講
師
に
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
健
康
ア
ッ

プ
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
運
動
機
能
測

定
と
し
て
、
握
力
や
身
体
の
柔
軟
性
の
測
定
、
片
足

立
ち
（
開
眼
と
閉
眼
）
の
他
に
、
椅
子
に
座
っ
て
足

を
動
か
し
時
間
内
の
回
数
を
記
録
す
る
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
片
足
立
ち
（
開
眼
）

で
３
分
間
を
達
成
さ
れ
る
方
も
あ
り
、
日
頃
の
疲
れ

た
身
体
を
ほ
ぐ
し
、
い
つ

ま
で
も
元
気
で
歩
け
る
よ

う
に
と
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
今
後
ほ

ぼ
月
に
１
回
（
計
８
回
）

の
予
定
で
開
催
さ
れ
ま
す

が
、
健
康
ア
ッ
プ
の
た
め

に
も
途
中
か
ら
の
参
加
も

歓
迎
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

草
間
生
き
生
き
健
康
ア
ッ
プ
教
室

立ったり座ったりする運動の様子

24

７
月

日
（
日
）
、
大
原
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

草
間
カ
ル
ス
ト
里
山
の
会
（
堀
江
利
明
会
長
）
地
域

振
興
部
（
田
本
友
広
部
長
）
は
、
初
の
試
み
と
し
て

「
草
間
カ
ル
ス
ト
里
山
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
桃
の
出
荷
が
旬
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
、
桃
を

は
じ
め
、
各
家
庭
で
栽
培
さ
れ
た
キ
ャ
ベ
ツ
や
ナ
ス
、

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
夏
野
菜
や
、
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工

品
が
安
価
で
販
売
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
が
立
ち
寄

っ
て
買
い
求
め
て
い
ま

し
た
。

こ
の
日
の
マ
ル
シ
ェ

の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
、

桃
を
使
っ
た
パ
フ
ェ
や

飲
物
な
ど
を
販
売
し
た

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
人
気

で
し
た
。
ま
た
、
草
間

特
産
の
ぶ
っ
か
け
そ
ば

も
販
売
さ
れ
、
来
訪
者

は
夏
の
蕎
麦
を
味
わ
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

草
間
カ
ル
ス
ト
里
山
マ
ル
シ
ェ
の
初
開
催

野菜を買い求める来訪者


